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警告

注意

要点

禁止

または

強制

または

安全上の注意について

正しい取扱いに関する必要事項をシンボルで表示しています。

取扱いを誤った場合、死亡または、重傷にいたる可能性が想定

される場合を示しています。

取扱いを誤った場合、障害にいたる可能性または、物的損害の

発生が想定される場合を示しています。

取扱いの要点として

正しい操作の仕方や、点検整備上のポイントを示しています。

してはいけないことを示しています。

必ずしなければならないことを示しています。

また、絵とともに次の図記号をつけて、人がしてはいけないこと、必ずしなければ

ならないことを区別しています。
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このたびは ｢アシストユニット ( 電動補助装置 )｣ をお買い求めいただき

まして、ありがとうございます。

安全にご使用いただくために、この取扱説明書をお読みになり、内容を

よくご理解いただいたうえで正しくご使用ください。

なお、この取扱説明書には保証書も含まれています。お読みになった後は、

必要なときにいつでもご覧になれるところへ大切に保管してください。

この取扱説明書は、NAW-C-HP 型のアシストユニットについてご説明して

います。

｢アシスト／ ASSIST｣ は、ナブテスコ株式会社の登録商標です。No.4332604,2168132



安全のために必ず守ってください
安全にお使いいただくために、以下の注意事項をよく読んで、正しくお使いいただくよう

お願いいたします。
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警告 警告

警告 警告

警告 注意

テッピング
レバー

急な坂を下りるときは、後向きで降りてください。

前向きで降りると搭乗者が転落する可能性があります。

段差を乗り越えるときには、後ろへ倒れないよう

十分注意して操作してください。

ティッピングレバーを使用するときは、電源を切っ

てください。（P10 参照）

急な坂で旋回するときは、車いすを支えきれず

転倒する可能性がありますので十分にご注意ください。

勾配が 14°以上の坂では使用しないでください。

ハンドル部は介助者の意図を感知する部分です。ここ

に買い物袋などを吊り下げないでください。特にゴム

製のジャバラ部分は決して触らないように願います。

作動不良の原因になります。

ハンドル部

傾斜地では駐車しないでください。

駐車は必ず平地で行ってください。

また、急な坂では長時間立ち止まらないでください。

思わぬ事故の原因につながります。

水がかかったり、雨に直接あたったり、湿気の多い場所

に放置しないでください。

外出途中で雨にあたった場合は速やかに雨のかからない

場所へ移動してください。

特に、電気系統に水が入りますと作動不良になることが

あります。

駐停止禁止

電源 OFF
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40℃ 

0℃ 

注意

警告

ハンドル部・バッテリー収納部（制御部）・モーター

・バッテリー・配線ケーブル・フレームには衝撃を

加えたり、分解しないでください。

故障の原因になります。

使用温度範囲０～４０℃以外では使用しないでくだ

さい。また使用温度範囲以内でも、電気系統に結露

があるときは使用しないでください。

作動不良の原因になります。

運搬するときは、必ず電源を切って、バッテリーを

はずしてハンドル部およびバッテリー収納部に衝撃

を与えないように保護してください。

また、車への積み込み時などハンドル部を持ち上げ

ることは避けてください。

作動不良の原因になります。

バッテリーを取りつけたり取りはずすときには、

必ず電源を切ってください。

バッテリーの＋端子と－端子を針金などで接続した

り、また金属製品と一緒に持ち運んだり保管はしな

いでください。

手や物で触れたりしないでください。

使用しないときはバッテリーを本体から外してくだ

さい。（P9 参照）

＋端子 ・ －端子

バッテリー

バッテリー収納部

強制

注意

禁止

注意

注意

強制

注意
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アシストユニット付車いすは、介助者を補助するた

めのものです。

必ず介助者が操作するようにしてください。

走行中は、駐車ブレーキの操作は行わないでください。

搭乗者が転落することがあり危険です。

走行する際は、駐車ブレーキが解除されていることを

必ず確認してください。

バッテリー収納部の下面およびモーター表面は、使用

状況や環境により高温になることがありますので、

触らないようにしてください。

バッテリー収納部の下面

モータ表面

警告 強制 警告

注意

タイヤが摩耗したり、傷がついたときには速やかに交

換してください。

また、空気入りタイヤの場合は、空気圧を常に指定ど

おりの圧力に保ってください。(250KPa{2.5kgf/cm2})

駐車ブレーキの効きが悪くなります。

注意 強制

禁止

本製品を第三者に貸すときは、取扱いについて十分に

説明し、理解してから貸し出してください。

・ストーブなどの火気に近づけないようにして

 ください。

・車道に近いところ、子供が遊びに使えるような

 場所に放置しないでください。

車いすは、歩行者として扱われますので、必ず歩道、

または道路の右側を走行してください。

注意 強制

強制

注意
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アシストユニットの取り付けについて

警告

アシストユニットの取り付けは、安全性や操作性を確保するために
必ず弊社指定業者で行ってください。

本書取扱説明書は、アシストユニットについて関係する内容のみを
記載しております。
車いす本体に関する安全上の注意や取扱説明などについては車いす
本体側の取扱説明書を必ずお読みください。警告

アシストユニットは、車いすに取り付けることにより初めてご使用になれます。

また、取り付けするためには車いすの改造が必要になります。

安全や性能などを確保するために、弊社が指定する業者において正しく取り付け

てください。



各部の名称
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ハンドブレーキレバー

グリップ

(ハンドル )

ハンドル部（センサー内蔵） 電源スイッチ部

安全スイッチ

残量表示ランプ
電源スイッチ部

電源スイッチ

バッテリー 駆動部 (モータ )・バッテリー収納部（制御部内蔵）

バッテリー収納部

制御部

取手部

ロック解除レバー

充電器接続端子

方向指示マーク

まえ

接点

2ヶ所

モータ

駆動輪



アシストユニットの基本構成と特徴（機能）
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特徴（機能）

アシストユニットは電源を入れた時に電動補助機能が作動します。

電源を切ると通常の車いすとして使えます。

電源を入れた状態では

1) 平地および坂を登るとき

・進行方向にハンドルを押す（後ろ向きの場合は引く）だけで補助力注 1）が得られま

す。 

 特別な操作は不要です。

2) 坂を下るとき

・進行方向と逆方向にハンドルを引く（後ろ向きの場合は押す）ことで坂をゆっくり降

 りることができます。

3) 停止するとき

・進行方向と逆方向にハンドルを押す（または引く）と補助力が逆に働き、ブレーキが

 かかります。  ただし、急な坂道で長時間停止するときは安全機能注 2）が働くため、 

 ハンドブレーキをお使いください。

・急に停止する時あるいは急な坂道で停止する時は、ハンドブレーキをかけてください。

 ただし、ハンドブレーキを使うと補助力（駆動力）がなくなりブレーキになりますので、

 必要なとき以外はブレーキレバーに触れないようにしてください。

・下り坂の途中で万一、介助者が手を離しても車いすが一定の速度注 3）を超えると安全

 ブレーキが作動し、速度が抑えられます。

構成

アシストユニットは、次のような機構で構成されています。

・ハンドル部

 車いすを押し引きしているときの力をセンサーが検知します。

・制御部

 ハンドル部の押し引きの信号を受けてモーターを駆動する信号を送ります。

・駆動部（モーター・ギヤー）

 制御部から信号を受けて、駆動力（またはブレーキ力）を発生して車輪に伝えます。

・バッテリー部

 制御部から送られてきた信号に従って電流を流します。

 （モーターを駆動するための電気をためておきます。）

注 3）時速 6km/h（速足程度）以上で作動します。

注 1）一定以上の力で押す、または引いた場合に作動します。

注 2) 安全機能とは、上り坂の途中で停止した時など長時間車輪がロックした状態で大きな電流
 が発生している時に機器を保護するための機能です。



アシストユニットの操作方法
お使いになる前の準備が終わりましたら、次の手順に従って操作してください。

車いす本体の操作方法については、車いす側の取扱説明書をご確認ください。
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バッテリーを取りはずす場合は、必ず電源を切ってください。

バッテリーを取り付ける場合は、バッテリーの取手をしっかりと握ってバッテリー

収納部にしっかりと奥まで差し込んでください。（握ることでロック解除レバーが

作動します。）

1 バッテリー充電

バッテリー

バッテリー収納部

ロック解除レバー

2 バッテリーを取り付ける

強制

充電“済”の｢バッテリー｣を｢バッ

テリー収納部 ｣ に入れてください。
バッテリーには　　　の極性があ

り、接続方向が決まっているため

正しい位置にしっかりと奥まで差

し込んでください。

操　作　内　容 操　作　状　態

同封のバッテリーは安全上のため、充電はしておりません。

ご使用前に必ず充電してください。

（バッテリー充電方法の項 P12 ～ P17 を参照）

右図のような ｢方向指示
マーク ｣の矢印の方向を
前側に差し込んでくだ
さい。

ま
え

電源を切っても車いすと同じようにご使用いただけますが、モーターによる補助力が

得られませんので、搭乗者を乗せて坂の登り下りをする場合は十分にご注意ください。注意

要点
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3 電源を入れる・電源を切る

操 作 内 容 
操　作　内　容

4 運転する ※以下の操作は、必ず駐車ブレーキのロックを解除してから行ってください。

搭乗者なしで走行する場合、一時的にブレーキがかかることがあります。電源を切って走行すれば

ブレーキはかかりません。（電源が入った状態では車いすの急な動きに対し、安全ブレーキが作動する

よう設計されているためです。）

1）前進する（平地を進む、坂を上る）
 手動の車いすと同じように、左右のハンドル部を
 軽く押すようにして歩いてください。

2）後進する
 手動の車いすと同じように、左右のハンドル部を
 軽く引くようにして歩いてください。
 
3）旋回する
 手動の車いすと同じように、片方のハンドル部を
 軽く押してもう一方のハンドル部を軽く引いて
 ください。

4）坂を下る
 ①前向きに下る
  手動の車いすと同じように、坂を前向きに下る
  ときには左右のハンドル部を軽く引くようにして
  歩いてください。
 ②後向きに下る
  手動の車いすと同じように、坂を後向きに下る
  ときには左右のハンドル部を軽く押すようにして
  歩いてください。

5）停止する
 手動の車いすと同じように、前進の場合はハンドル部を軽く引くように止まってください。
 後進の場合はハンドル部を軽く押すように止まってください。
 急に止まる場合や坂の途中で停止するときはハンドブレーキをかけてください。

※ランプの内容については P11 の

 ｢ 残量表示ランプの内容 ｣を

 ご参照ください。
2）電源を切る

｢ 電源スイッチ ｣の 押 ボタンを ｢残量表示ランプ ｣が

消灯するまで押しつづけてください。 

1）電源を入れる

｢ 電源スイッチ ｣の 押 ボタンを ｢残量表示ランプ ｣が

点灯するまで押しつづけてください。 

 

1）｢ 残量表示ランプ ｣が点灯します。

2）｢残量表示ランプ ｣が消灯します。

残量表示ランプ

電源スイッチ

走行中はハンドブレーキに触れないようにしてください。

ハンドブレーキを使うと補助力（駆動力）が徐々になくなります。注意

操　作　内　容

操　作　内　容

要点



車いすのハンドリムを回して移動する際には電源を切ってください。電源が

入っている場合はモーターの制動力により動きにくく感じます。

残量表示ランプはバッテリーの使用状況や環境によって正しく表示されない

時がありますので残量には余裕をもってご使用ください。

遠くへお出かけの際にはバッテリーを満充電にしてご使用ください。

オートパワーオフ機能があり、操作をしない状態が 15 分間続くと自動的に

電源が切れます。

ご使用になるときは再度電源を入れてください。

正常時 4個点灯

バッテリー残量約 3/4 3 個点灯

充電警告（バッテリー残量約1/4）

バッテリー残量約 1/2 2 個点灯

バッテリー残量なし

バッテリー未接続

点灯なし
・バッテリーを差し込んでください
・点灯しない場合はお買い上げの販売店または
  当社にご連絡ください

右側ハンドル部の断線

左側ハンドル部の断線

上から流れるように点滅をくり返す

・前進方向への補助力は徐々になくなりブレーキ 
 がかかりますので坂の途中では坂を下り平地に 
 行き、電源を切ってください
 なお、再度電源を入れれば正常にもどります

安全機能注1）の作動

注 1）上り坂の途中で停止した時など長時間車輪がロックした状態で大きな電流が発生している 

 時に機器を保護するための安全機能です。

1個ゆっくり点滅（0.5 秒点灯 /0.5 秒消灯）
・できるだけ早く充電してください

1個速い点滅（0.1 秒点灯 /0.1 秒消灯）
・ご使用をやめてすぐに充電してください

上から 2つ目が速い点滅（0.1 秒点灯 /0.1 秒消灯）
・お買い上げの販売店または当社にご連絡ください

上から 3つ目が速い点滅（0.1 秒点灯 /0.1 秒消灯）
・お買い上げの販売店または当社にご連絡ください

要点

要点

注意

注意

残量表示ランプの内容
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注意

警告

注意

注意 注意

バッテリー充電方法

バッテリー充電時の注意事項1

充電操作をする前に、次の注意事項をよく読んで理解したうえで、充電を行ってください。
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バッテリーおよび充電器は落としたり、

衝撃を加えたりしないでください。

充電不良および損傷の原因となります。

バッテリーおよび充電器を保管する場合

は、湿気や水滴が当たる場所に保管しない

でください。

充電不良の原因となります。

充電中にランプが 2色とも点滅したとき

や赤ランプが点滅したときは、異常を表

しています。

直ちに AC コードプラグを抜いてバッテ

リーから充電コネクターをはずし、充電

を中止してください。

機器の損傷や、火災の恐れがあります。

バッテリーおよび充電器の上や周りには、

物を置かないでください。

充電中に充電器が発熱し、充電機能を低下

させることがあります。

また端子部に物を入れたり、触れたりしな

いでください。

故障の原因となります。

禁止 禁止

禁止強制

端子部

バッテリー充電には、アシストユニットの専用充電器以外は使用しないでください。

漏液、発熱、破裂の原因となります。



強制警告

警告
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幼児やペットがいたずらしそうな場所では

充電しないでください。

バッテリーを車体から取りはずすときは、

電源を必ず切ってから、取手部をしっかり

握って上に引いてください。

充電は、平坦で風通しがよく、充電中の温

度が 10 ～ 30℃に保たれている場所で行っ

てください。

充電器の機能低下を招く恐れがあります。

AC コードを抜くときには、コードを持た

ずにプラグ部分を持ってください。

警告

強制 禁止

バッテリーの分解、改造、加熱、ショート、火中への投入は絶対にしないでください。

破裂、発火の恐れがあります。

プラグ部



Ni-MH
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要点
バッテリー寿命は、充電回数で約 500 回です。

ただし、使用内容や使用環境などにより異なります。

バッテリー・充電器各部の名称2

バッテリーの長期保管

①バッテリーはできるだけ満充電で保管してください。自己放電によるバッテリーへの影響が緩和されます。

②バッテリーを長期保管していますと、自己放電によりバッテリー容量が減りますので、再充電して

 ご利用ください。なお、1年を越えるような保管の場合は、1回の充電では保管前の状態に戻らない

 ことがありますので、ご使用前に始めに充電してからリフレッシュ充電を行ってください。

バッテリーの交換

アシストユニットに使われているバッテリーは、寿命がきて使えなくなってもリサイクル可

能なバッテリーです。

バッテリーの寿命がきたとき、および保証期間経過後は、有償で新品交換をいたします。

旧品は、新品配達時の箱にて、販売店または下記宛てにご返却願います。

充電器

充電コネクター
充電端子

バッテリー

ACコードプラグ

AC100V コンセント

神戸市西区高塚台 7 丁目 3-3　　〒 651-2271

TEL （078） 992-9779　FAX （078） 993-0353

＜連絡先および旧品返却宛先＞

ナブテスコ株式会社　福祉事業推進部

サービスセンター



充電の手順3
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バッテリーの充電方法は次の 2つがあります。
 ・通常の ｢充電 ｣
 ・｢ リフレッシュ充電 ｣

通常の充電の手順

充電器

バッテリー

充電端子

操　作　内　容 操　作　状　態

強制
バッテリーを車いすから外すときは電源を必ず切ってください。（P10 参照）

充電端子に充電コネクターを正しい方向で接続してください。
強制

1

2

3

4

AC コードプラグ

【充電中】

【充電完了】

充電器の AC コードプラグを 100V
コンセントに差し込んでください。

バッテリーの充電端子に充電器の
充電コネクターを接続してください。

充電器の表示ランプ（赤色）が点灯し、
充電を開始します。

充電が完了すると、
表示ランプ（赤色）が消灯します。

約 120 分で充電が完了します。
（充電時間はバッテリーの使用状況や
 環境により異なります。）

充電が完了したら

・ 100V コンセントから AC コード
 プラグをはずしてください。

・ 充電コネクターをはずしてください。

赤

充電コネクター

緑 リフレッシュ用
押しボタン

赤



リフレッシュ充電の手順

リフレッシュ充電は、放電と充電を自動的に行う方法です。
完全に放電させてから充電を行うことで、バッテリーの性能を回復させて走行時間

の低下を防ぐことができます。

月に 1回程度を目安に、リフレッシュ充電を行ってください。
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操　作　内　容 操　作　状　態

1

2

3

6

5

4

赤 緑 

充電器の AC コードプラグを 100V
コンセントに差し込んでください。

バッテリーの充電端子に充電器の
充電コネクターを接続してください。

充電器の表示ランプ（赤色）が点灯し、
充電を開始します。

充電器の押ボタンを押してください。

赤色ランプが消え緑色ランプが点灯し、
放電を開始します。

充電が完了したら

・ 100V コンセントから AC コードプラグを
 はずしてください。

・ 充電コネクターをはずしてください。

放電が完了すると、
緑色ランプが消灯し赤色ランプが点灯し、
充電を開始します。

充電が完了すると
赤色ランプが消灯します。

リフレッシュ充電は 2～ 7時間で完了
します。

ACコードプラグ

緑赤

【充電中】

【充電完了】

赤

緑 押

リフレッシュ用
押しボタン

【放電中】

充電器

バッテリー

充電端子

充電コネクター

要点
放電中にコンセントを抜き差ししたり、停電（約 2秒以上）したときは、停電復帰後、
通常充電になります。
放電は完了していませんので、もう一度リフレッシュ充電を行ってください。



充電器表示ランプの状態説明4
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P18 を参照
ください。
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“おかしいな”と思ったら

おかしいなと思ったら、次のことを調べてください

車いす走行のとき

バッテリー充電のとき

警告

警告

警告

警告

警告

状況 調べること 処置 

駐車ブレーキまたはハンドブレーキ 
がかかっていませんか。 

残量表示ランプは点灯していますか。 

バッテリーが充電されていますか。 

・ブレーキを解除してください。 

・電源を入れてください。 

上記の対策で解決しない場合 

・当社にご連絡ください。 

・バッテリーを充電するか充電 
　されたバッテリーに交換して 
　ください。 

まっすぐ走れない 

走行距離が短い 

駐車ブレーキまたはハンド 
ブレーキの効きが甘い 

煙が出たり異臭がする 

・お買い上げの販売店または 
　当社にご連絡ください。 

・お買い上げの販売店または 
　当社にご連絡ください。 

・電源を切ってください。 
・バッテリーをはずしてください
・お買い上げの販売店または当社に 
　ご連絡ください。 

・充電されたバッテリーに交換 
　してください。 
・バッテリーをリフレッシュ充電 
　してください。 

速やかに、右の処置を行ってくだ
さい。 

速やかに、右の処置を行ってくだ
さい。 

ハンドブレーキをかけても
モーターが止まらない。 

車いすを押すのに大きな力が
必要（重く感じる） 

速やかに、右の処置を行ってくだ
さい。 

バッテリーは十分充電されていま
すか。 

・ハンドル部を押すと、左右の車輪
が回りますか。 

・片方のみ回っていませんか。 

残量表示ランプが点滅していませ
んか。 

残量表示ランプが2つ以上点灯して 
いますか。 

・バッテリーを正しく装着してください。 

状況 調べること 処置 

充電されない 
ACコードプラグが接続されてい 
ますか。 

充電済みのバッテリーではありま 
せんか。 

バッテリーまたは充電器が異常 
です。 
速やかに充電を止め、右の処理を 
行ってください。 

AC100Vコンセントに接続して
ください。 

充電がすぐ終わる 
再充電して同じようであれば充電 
完了です。 

・走行直後などでバッテリーの温度

が高くありませんか。 

・炎天下などで周囲温度が高くあり

ませんか。 

・温度が下がると赤または緑ランプ

が点灯に変わり充電または放電を

開始します。 

・涼しいところで充電してください。 

・バッテリーから充電コネクター
をはずしてください。 

・お買い上げの販売店または当社
にご連絡ください。 

リフレッシュ待機中 

充電待機中 

煙が出たり異臭がする 

AC100VコンセントからACコード 
プラグをはずしてください。 

・

・ P11 の「残量表示ランプの内容」を 
 ご確認のうえ処理を行ってください。

表示ランプが速い点滅
をしている
（速い点滅･･･ 0.2 秒点灯 /0.2 秒消灯）

・お買い上げの販売店または 
　当社にご連絡ください。 
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日常の点検・お手入れと保管方法
日常の点検 ・ お手入れ

安全にご使用いただくために、ご使用前には異常がないか点検をお願いします。

また、いつまでもきれいにご使用いただくために、日常のお手入れも行ってください。

警告

点検で異常が見つかった場合には、転落などの事故の原因になりますので、

ご使用を止めて、お買い上げの販売店または当社にご連絡ください。

点検・お手入れの際には、電源を切ってからバッテリーを外してください。

また、人が搭乗していない状態で点検を行ってください。

点検・お手入れ時は、すき間などに手を挟まないようにご注意ください。

警告

注意

汚れを落とす場合は、水や薬品を絶対にかけない

でください。

（電子部品を使用しておりますので電気系統に水が

入りますと、作動不良になったり安全を損なうこと

があります。）

・走行中に異音がないか？異常なガタがないか？を確認してください。

・各ボルトやナットにゆるみがないか確認してください。

・駆動輪やキャスターに異常がないか？空気は正しく入っているか？を確認してください。

・汚れを落とすときには、乾いた布または水を含ませ強く絞ったタオルなどで拭き取って

 ください。

・バッテリーの接触不良を防ぐために、バッテリーの接点を乾いたタオルで片方ずつ拭いて

 ください。

注意
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保管方法

あついヨォー 

注 意

・ 車いすを使用しないときは、バッテリーを
 必ずはずし、駐車ブレーキをかけておいて
 ください。（子供や、操作を知らない人が
 操作すると危険です。）

・ バッテリーを長期保管する場合は、満充電で
 保管してください。（P14 参照）

・ 車いすは砂ぼこりなどがかからないように
 保管してください。

・ 車いすは直射日光が当たる所、雨に濡れる所、
 湿気の多い所を避けて保管してください。

・ バッテリーは、湿気の多い所や、高温になる
 所を避けて保管してください。
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製品概要

充電器

アシストユニット

1) 充電済バッテリー（新品）、周囲温度：約 25℃、搭乗者体重：75kg 、ユニット付車いす重量：23kg の時

2) 1) の条件で、テストパターン走行の時 (直線平坦路：13％、3°上り：43.5％、3°下り：43.5％）

制御方式 / 駆動方式 マイコン制御 / 電動モータ駆動

電源 ニッケル水素電池　24V 3.2Ah

実用登坂角度 14°（速度　約 2km/h)1）

走行距離 連続走行距離 8km （速度　約 3.5km/h）2）

使用温度範囲 0～ 40℃（ただし結露のないこと）

使用者最大体重 75kg（積載物も含む）

電圧 ( AC入力 ) AC100V・50/60Hz　105VA

定格出力 ( DC出力 ) DC28V  1.65A

充電時間 約 120 分 ( 周囲温度 20℃ )

使用温度範囲 0～ 40℃ ( ただし結露のないこと )

使用電池 NAW- 専用バッテリー (Ni-MH 24V 3.2Ah)

記載内容や仕様などは、 改良のため予告なく変更することがありますのでご了承ください。



保証とアフターサービスについて

保証について 《保証規定》

保証期間はお買い上げ日より 1年間です。

ただし、以下の故障、損傷などは無償修理の対象外とします。

ア）使用方法の誤り、重大な不注意、手入れ不良による場合。

イ）無断仕様変更、改造による場合。

ウ）専用部品以外のものを使用して起きた場合。

エ）災害など当社の責任外の原因による場合。

オ）タイヤの摩耗、ブレーキ用ワイヤーなどの消耗品、

 各部の劣化による故障、損傷の場合。

カ）取扱説明書、注意書きなどに示す正しい方法と異なる使用、

 または仕様・性能の限度を越える使用による場合。

キ）実費修理に要する運賃などの諸経費。

ク）保証書の提示がない場合。

また、ご利用者の急激な体調の変化など、ご利用者側の事情の変化によって

事故が発生した場合も責任負担はご容赦願います。

一度ご使用になった商品は、原則としてお取り替えできません。
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アフターサービスについて

ご使用中に万一故障などが発生し部品の交換、修理の必要が生じた場合は

お買上げの販売店にご連絡ください。
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神戸市西区高塚台 7丁目 3-3　〒 651-2271

TEL（078）992-9779　FAX（078）993-0353

品質保証書

機　　種

ご住所

フリガナ

ご 氏 名

〒

お買い上げ日

TEL

有効年月日

保　　　証
年 月 日

ま

で

印

製 造 元

発 売 元

お

客

さ

ま

販 売 店

本書は、当社保証規定に基づいてお買い上げ日より

下記の未記入欄をご記入の上、大切に保管してください。

1年間の無償修理を保証するためのものです。

技術本部　福祉事業推進部

サービスセンター

神戸市西区高塚台 7丁目 3 番地の 3　〒 651-2271

TEL(078)993-0350 FAX(078)993-0353

NAW-C-HP 型　アシストユニット

年 月 日

号機番号

福祉事業推進部

および


